
ホッカイエどのふ出および飼育試験

佐 藤 敦

は し が き
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ホカイエビPandalus kessleri Czerniavskiは樺太､千島､北朝鮮､北海道をどに棲

んでいる寒海性のエビである｡

現在､我国では根室支庁管内､別海村野付湾が主産地と在ってレ､るo 野付湾では正閏約 100トンの生

産があ9､佐呂間湖､標津でも20 トンか ら30トンの漁獲をあげている｡

以前は､漁獲された本種の大部分は缶詰品をどとして安値に消費されていたが､最近ではその需要が

高まってきている｡

陸奥湾では､シャコ､ トゲク1)ガニ以外これ といった甲殻類は漁獲されていをいので北方系の.エビを

飼育Lて見てはどうかとの観点から､そのふ出と飼育技術確立の予備的な試験を行をい､若干の知見を

得たのでらこに報告する｡今回の試験では大量飼育の可能性の検討を主目的としたので形態の詳細夜観

察は省略した｡

報告にあたD､親エビの提供に御協力下さった根室支庁別海地区水産業改良普及所吉田孝夫所長に厚

く感謝する｡

材料 および方法

(i)琴エビの輸送

輸送方法は､ダンボール箱円におが くずを入れその中にエビを敷き詰めて運んだ.

輸送径路は下記の通 Dで､標津～八戸問は航空便を利用 し､野付湾からセンターまでの所要時間は

1(1時間であった｡

野付湾-標津-札幌-八戸-センター

輸送月日は昭和 44生 10月 28日､抱卵 している雌 77尾であ9､輸送中の弟死は 1尾もなかっ

たo

(ii)親エビの飼育

輸送された親エビは直ちに第 1図のような容量 1トンのダイライト水槽に放 し､ろ過海水を流 した｡

飼育海水は底層よ9注水し玉石､砂を通 り上層からオーバーフローする型式をと-,たoまたエビのか

くれが として-イゼックスフイルムによる人工海藻を設置 した｡

親エビの体長､体重､抱卵数は第 1表のとおDである.

-134-



プ.JL4-1

e hJl-'ヾ

lホ人工;a
r益b;.-i.;.藻脱 走.ifB:泣-.'.'重態 l-.-?i電嘉轄く…整うASsf.*_:蓑'

軍:ik
e～亡=∃ 仁==ヨ J; ■===:::コ ▼

トlt ハイ7

第 1図 親 エ ビ 飼 育 槽第 1表

親エ ビの全長､体長､体重､抱卵数番 号 全 長 由 体 長 (空 体 重 津) 抱 .卵

数 由1 10∴5 7.0 8.

0 4252 'll.5 7.

0 8.0 5423 ll.

8 8.5 10.0 4104 10.0 7.8 7.0 4

0P5 12.0 7.0 10

.0 4206 9.6 6

.0 8.0 5527 ll.5

8.5 ll.0 4228

12.0 6.0 6.5 4159 12.5 7.0 10.0 4

20.10 9.7

8.8 15.0 455計 111.1 75.6 89.5 4,057平 均 ll

.1 7.4 9.0 451(iii)幼生 エビの飼育ふ出した幼生エビは毎 日計数 し､

室内 (恒温室 20℃)に設置 した 7ク1)ル水槽 (60cm×30cm×35ctJl

) 2個､および 302パ ンライ ト水槽 5個に分散収容､軽 く通気を行をい飼育 した｡ふ

出は 2月 10日よ.りは じま94月15日までのか な9長期にわた って行なわれた｡初期の餌料として､

アルテ ミ了､シオ ミズ ツポワムシ､グリーンウオーターなどを用いた.5月10日以降は室内よ9屋外の円型水槽 (直径 1m ) 2面を



日)卵および幼生エビのふ出状況

親 1尾当 りの抱卵数は第 1表に示す とお り非常に少なく433- 342粒で平均 4 03粒である.

卵の長径2.43m,孤 短径 1.73m.mZ)楕円型で非常に大 きく黄褐色を呈 していた｡

卵か らふ出する時は､すでに後期 ゾエアレこなっており幼生エビの大きさ (街角から尾節の末端まで)

は 7.4%7W～ 6.278mで比較的大型であるO

昭和 45生産の幼生エビのふ出状況は､第 2表の とおDで 2月 10日か ら4月12日まで1.237

尾の放出を見た｡

第 2表 幼生エビのふ出状況

月 日 ふ 出 数 水 温 l月 日 ふ 出 数 水 温 月 日

ふ 出 数 水 温2.10 8518 5.iC6.4 5.5 22 5.1℃

5.24 26 4.8℃ll

4 28 2.6 25 28 5.412

5 525 5.9 26 25 7.,015 16 8.9 6 4.9 27

18 7.814 20 6.0 7 77 5.1 28 17 6.8151617 2555 5.14.0 8910 5524 5.25.05.0

295051 1516 6.78.018 28 4.9 ll 54 5.8 4.1

15 5.919 25 5.9 12 7

5.4 2 17 6.820 26 6.4 15 55

4.5 5 1占 7.221 28 5.1 14 51 4.8 4

21 5.622 5125 4.7 15 2720 4.2 5 1515 6.425 5.8 16 5.8 6 a.424

5.1 17 4.2 7 6.42

5 55 4.5 18 15 4.8 8 17 7.226 26 2.5 19 25 4.



(ii)成 育 状 況

5月 10日､室内より屋外の円型水槽に移す段階の成長を見ると5.2-7.5C肌と在っている｡

この差は､ふ出に2ケ月もの長期間を要 しているので､その開きが出ているものと思われる｡

ラLyダムにサンプ1)ングした 20尾当Dの平均を見ると5月- 4.2(,･HL､ 8月-5.8cln､ 9月- 6.4

cln､ 10月-7.1(,･7n､ 12月-8.lc7n､翌昭和 46鑑6月-9.7(:Tn､ 10月-9.9cmとを D､青田の

報告による野付湾の成長より非常によい結果に在っている｡ (第 2図)
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第2図 野 付 湾 お よ び 水槽 にお け る 成 長 状 況生残率は､室内の7ク1)ル水槽､パンライ ト

水槽に よる飼育中に共喰いによる大量歩減 りがあD､円型水槽に移す時には 105尾となった｡

共喰いは脱皮時期に他のエビにより

食害されるらしく､ 3cTn以下の比較的小型のうちが多か った｡円型水槽での飼育中での歩減 りは 7- 8月の間に多く､昭和 46鉦の夏には尾
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よ び 野 付 湾 の 水 温 変 化(iiil 親エビの襲死状況親エビの襲死は 2月 10日

のふ出開始時期までに28尾数え､その他の測定用に10尾使用 しているので実際にふ出に参加 したのは 39尾であ-,た｡その後も徐々に葬死 し､ 4月 10

日のふ出終了時には 24尾と夜-,た｡更に夏の高水温期に尾か ら胴の部分にかけて赤 くただれて死んでゆく親 エビ

が見られ､




